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図１ 年齢 3 区分別人口割合の推移 

表１  平均年齢の推移 

 

「川崎市年齢別人口­令和６（２０２４）年 10 月 1 日現在­」を公表します 
 

令和 6 年 10 月 1 日現在の川崎市年齢別人口を公表します。この年齢別人口は、総務省が公表

した「令和 2 年国勢調査に関する不詳補完結果」による年齢別人口を基数として、住民基本台帳

の年齢別移動人口を増減して推計したものです。 

なお、令和 6 年 10 月 1 日現在の本市人口は 1,551,788 人で、前年同月に比べると 6,184 人増

加しました。0～14 歳の年少人口は 176,484 人（前年同月比 3,527 人減）、15～64 歳の生産年齢

人口は 1,055,187 人（前年同月比 7,272 人増）、65 歳以上の老年人口は 320,117 人（前年同月比

2,439 人増）となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 年齢３区分別人口割合 

年齢 3 区分別人口割合を全国 

（年少人口 11.2％、生産年齢人口   

59.5％、老年人口 29.3％）と比較 

すると、本市では年少人口が 0.2 

ポイント上回って 11.4％、生産年 

齢人口は 8.5 ポイント上回って 

68.0％、老年人口は 8.7 ポイント 

下回って 20.6％となっており、生 

産年齢人口の割合が高く老年人口 

の割合が低いことが分かります

（図１）。 

 

 
 

 

● 平均年齢 

平均年齢は緩やかに上昇を続けており、前年に比べ 

0.2 歳上昇して 44.7 歳となりました。 

男女別にみると、男性は 0.1 歳上昇して 43.5 歳、女 

性は 0.3 歳上昇して 45.9 歳となり、女性が男性を 2.4 

歳上回っています（表１）。 

 

令和 6 年 12 月 24 日 

報 道 発 表 資 料  

川崎市（総務企画局） 

（注）平成 27 年及び令和 2 年は総務省の不詳補完結果によるため、平成 27 年の数値は平成 27 年から令和元年の「川崎市年齢

別人口」の数値と一致しない。 

（各年 10 月 1 日現在） 

 (歳)

年  次 川崎市 男 女

昭和 60年 33.5 32.8 34.2

平成 　2年 35.2 34.4 36.1

7年 37.2 36.4 38.1

12年 38.8 37.9 39.7

17年 40.3 39.4 41.3

22年 41.5 40.5 42.5

27年 42.8 41.8 43.9

令和　 2年 43.7 42.7 44.8

3年 44.0 42.9 45.1

4年 44.3 43.2 45.4

5年 44.5 43.4 45.6

6年 44 .7 43 .5 45 .9

1,551,788 人 (男 780,891 人 女 770,897 人)

年 少 人 口 176,484 人 (男 90,605 人 女 85,879 人)

生 産 年 齢 人 口 1,055,187 人 (男 548,758 人 女 506,429 人)

老 年 人 口 320,117 人 (男 141,528 人 女 178,589 人)

川 崎 市 の 人 口



表２ 区別平均年齢 

● 人口ピラミッド 

年齢（5 歳階級）別人口ピラミッド（割合）を全国と比較すると、本市では、20 歳代から 50

歳代の張り出しが大きく、生産年齢人口が高い割合を占めていることが分かります（図２）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 区別の状況 

区別に平均年齢を前年と比較すると、川崎区 

及び幸区を除く 5 区で高くなっています。 

各区の年齢 3 区分別人口を前年と比較すると、 

 年少人口は全ての区で減少し、最も減少したの 

は中原区（-829 人）でした。 

生産年齢人口では、幸区が最も増加し（1,996 

人）、最も減少したのは宮前区（-272 人）でした。 

老年人口は宮前区が最も増加し（671 人）、最も 

減少したのは川崎区（-154 人）でした（表２・３）。 

 

 令和6年10月1日現在

年 少 人 口 生産年齢人口 老 年 人 口
0～14歳 15～64歳 65歳以上

川  崎  市 1,551,788 176,484 1,055,187 320,117 6,184 0.4 △ 3,527 △ 2.0 7,272 0.7 2,439 0.8

川  崎  区 231,748 22,282 157,785 51,681 718 0.3 △ 553 △ 2.4 1,425 0.9 △ 154 △ 0.3

幸       区 173,848 22,276 114,303 37,269 1,827 1.1 △ 97 △ 0.4 1,996 1.8 △ 72 △ 0.2

中  原  区 267,917 31,646 194,114 42,157 1,262 0.5 △ 829 △ 2.6 1,618 0.8 473 1.1

高  津  区 235,744 26,770 162,856 46,118 905 0.4 △ 624 △ 2.3 1,089 0.7 440 1.0

宮  前  区 234,713 29,763 152,877 52,073 △ 289 △ 0.1 △ 688 △ 2.3 △ 272 △ 0.2 671 1.3

多  摩  区 227,464 22,824 159,269 45,371 2,084 0.9 △ 92 △ 0.4 1,606 1.0 570 1.3

麻  生  区 180,354 20,923 113,983 45,448 △ 323 △ 0.2 △ 644 △ 3.0 △ 190 △ 0.2 511 1.1

総     数
年 少 人 口

0～14歳

生産年齢人口

15～64歳

老 年 人 口区     別

人 口  （人）

総     数
65歳以上

対前年増減数  （人）、　増減率  （％）

 

 
● 市ホームページ掲載場所 

「川崎市年齢別人口‐令和６（２０２４）年１０月１日現在‐」の詳細につき

ましては、以下の市ホームページを御参照ください。 

https://www.city.kawasaki.jp/170/page/0000171175.html   

 

 
問合せ先 
川崎市総務企画局都市政策部統計情報課 片岡 

 電話 ０４４－２００－２０６６ 
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図２ 年齢（5歳階級）別人口ピラミッド（割合） 

（注）人口ピラミッドの中央の数字は年齢（5 歳階級）を表している。 

 (歳)

令和
5年

令和

6年

令和
5年

令和

6年

令和
5年

令和

6年

川 崎 市 44.5 44 .7 43.4 43 .5 45.6 45 .9

川 崎 区 45.8 45 .8 44.7 44 .8 47.0 47 .1

幸     区 44.7 44 .7 43.3 43 .3 46.1 46 .1

中 原 区 41.9 42 .1 41.1 41 .3 42.7 43 .0

高 津 区 44.0 44 .3 42.9 43 .1 45.2 45 .4

宮 前 区 45.3 45 .6 44.0 44 .3 46.5 46 .8

多 摩 区 44.0 44 .1 42.9 43 .0 45.2 45 .3

麻 生 区 46.7 47 .1 45.4 45 .8 47.9 48 .3

区     別

総     数 男 女

表３ 区、年齢 3 区分別人口 

市ホームページ 

https://www.city.kawasaki.jp/170/page/0000171175.html

